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風の子便り
社会福祉法人のゆり会　たかさご保育園

月号

はるとくん　　りくくん

りくくん３才おめでとう
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http://www.takasago-hoikuen.com

２才おめでとう

1才おめでとう

11

12

６才おめでとう

５才おめでとう
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たむらゆうとくん　　はるのぶくん

はるきくん　　しおりちゃん　　りょうたろうくん

さきちゃん　　さあやちゃん　　きっぺいくん 30

かずまさくん　　あやねちゃん　　そうたくん　ゆいとくん
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　今年は本格的な真夏日がはやくもやってきました。
ぞう組の子ども達は「キャンプ」で保護者の方々から離れて
お泊りをしました。子ども達はいつもの仲間がそこにいるか
ら、いつものように生活し、先生達がそこにいるからいつも
の様に寝入る・・・
「わ～　虫博士だ～」とクラスの仲間の存在が、一人ひとり
の力を引き出してくれました。
「安心して自分を出せる」そんな友達や先生に囲まれ、どの
クラスの子ども達も「生まれてきて良かった」と自信を持
ち、そして心地よい園生活を送って欲しいと願っています。

すなの王国
　　　　　　　　　　金子　みすゞ

わたしはいま
すなのお国の王様です。

お山と、谷と、野原と、川を
思うとおりにかえてゆきます。

おとぎばなしの王様だって
自分のお国のお山や川を、

こんなにかえはしないでしょう。

わたしはいま
ほんとにえらい王様です。



　　　　　

たかさごの教育（心の育ち）　　　第３回
　私たち保育者は子どもの発達過程の中のひとつとして、子どもが心豊
かに育ってほしいと願い日々保育しています。
　初めて親元から離れて社会に出た子ども達、0歳児2組は１組に比べて
月齢の低いお子さんが多いクラスです。1組同様一人ひとりの生理的欲
求、特に「泣き」を大切にし「何を求めているのか」「今何が必要か」等一
人ひとりの生活リズムをしっかりと把握し、守っていくことで園での生活も
だいぶ慣れてきました。
　0歳児の「心豊か」の柱は「人との信頼関係が築ける子ども」です。「こ
の人となら安心できる」と人の温もりを味わい、心地よい安らぎを感じるこ
とが出来るよう「お腹すいたのかなぁ～？ミルク飲もうねぇ～」「抱っこして
ほしかったの？」等優しく一人ひとりの気持ちに寄り添った言葉をかけた
り、「お友達泣いてるね～眠いのかなぁ～」と言葉を交わさなくても、お友
達同士がつながっていけるような言葉を繰り返し体験する事から、つな
がりを持てるようになって欲しいと願っています。そんな言葉（気持ち）の
架け橋をしたり、愛情豊かな関わりをしていきながら、まずは大人と子ど
もとの信頼関係を深め「人って温かいなぁ～」という気持ちが育って欲し
いと思います。子ども達に、言葉をかけるとしっかり目を見つめ、あやす
と嬉しそうに笑ってくれます。そんな素敵な笑顔をこれからも引き出して
いきたいと思います。

「171」災害伝言板について
　当園では、皆様ご存知の通りNTTが設置す
る「災害伝言ダイヤル体験日」を利用して、毎
月15日に園が伝言を発信し、保護者の方に
確認していただくという練習を行っておりま
す。
下記のような流れで行いますので、是非体験
して下さい。

　①毎月15日のAM９時～「１７１」に電話する
　②保育園の電話番号を入力
　③伝言を確認する
　　　　　の手順で確認できます

尚、災害時は保育園のホームページ（PC版、
携帯版）でも掲示板を利用した安否確認も行
います。
詳細は配布しましたお便りをお読み下さい。

ばんびぐみ(１才)です　こんにちは

キャンプに行ってきました
　５月２2（金）２3（土）に佐倉の「くさぶえの丘」へぞう組１８名と職
員とで一泊のキャンプへいってきました。
散策をしたり、虫探し、アスレチック、じゃが芋堀など活動を行な
いました。しかしなんといっても、家庭からはなれ、子ども達だけ
で一泊したことは、ひとりひとりが自分の力を信じることができ、
ぞう組の「仲間」の絆を深める事ができました。
　そして「お留守番している、りす組さんひつじ組さんに○○○
持っていってあげよう」という声も多く聞け、年長組としての意識
が高まった事に驚かされました。

　　「いってらっしゃい会」と「おかえりなさい会」の開催
　りす組、ひつじ組の子ども達が「いってらっしゃい会」を開催し、
りす組からは、様々な活動で元気が出る様にと「元気のでる飴」
を。ひつじ組さんからは図鑑や虫眼鏡を入れる「ポッシェット」をプ
レゼントしました。見送る子ども達は「いつか私達も！」とキラキラ
目を輝かせていました。
　キャンプから帰園後には「おかえりなさい会」を開き、お土産話
しや「じゃが芋」をもらい、おやつには「フライドポテト」にして食べ
ました。

こどものつぶやき（うさぎ）
 ばんび組に進級してから早くも２ヶ月が経ちました。
お友達が登園すると名前を呼んで喜んだり、頭を優し
く撫でてあげたり、一緒に手を繋いで歩く事を楽しむな
ど、お友達同士の関わりが増えました。おうちの方の
お迎えの帰り際には、手を出して「タッチ！」とハイタッ
チをしてバイバイし合う姿がとても微笑ましいです。
“きょうはたのしかったね～またあしたあそぼうね”と伝
わってくるようなやり取りと笑顔にこちらも嬉しくなって
きます。
　室内遊びでは、ブロックを立体的に繋げたり、お友達
や先生との簡単なやりとりを楽しむなど、遊びの内容
にも広がりを見せています。体力もつき、長い距離も
歩けるようになりました。目的地の公園や遊歩道で
も、生き生きと体を動かして遊んでいます。これからも
子ども達の笑顔を大切にして保育をすすめていきたい

と思っています。

AくんとBちゃんが並んで食事をしていました。
保育士：
「Bちゃんあと一口ごはん食べたら、くだものたべられるねぇ
～」
「Aくんと一緒にたべちゃおうか？！」
と言うと、
Bちゃん・・・
Aくんと一緒にパクッと大きな口で食べてしまいました。
Bくん：
「Mちゃんやったね！」
と言って、
顔を見合わせて笑いあっていました。

こんなふうに苦手な食べ物も、
大人の励ましやお友達と一緒に
だんだんと頑張れるようになっています。


